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1.   はじめに
本プレートは，進化計算研究会シンポジウム用に用意されたワードサンプルファイルです．

2.   図表に関して
2.1   図について

図の例としては下記のような図を参考にしてください．
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Fig.1 図形
2.2   表について

 表の例としては下記のような表を参考にしてください．
Table 1 : Problem Instance

	Problem 
	N
	W
	ω
	σ(ω)

	tai75a 
	75
	1445
	183.4 
	242.9 

	tai75b 
	75
	1679
	198.7 
	273.4 

	tai100a 
	100
	1409
	152.0 
	201.5 

	tai150a 
	150
	1544
	145.5 
	200.7 


3.   式について
式の例を式(1)に示します．参考にしてください．
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